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自然的・人為的社会不安に関する青年の危機意識を探る

一一日独青年の社会問題に対する不安感の比較研究一一

丸山久美子

Remarks on Social Crisis Problems 

一一一AComparative Study of Social Unrest among German and Japanese Youth一一一

Kumiko MARUYAMA 

Peop1e all over the world are constant1y aware of the socia1 prob1ems and increasing crime 

rates (drugs， vi01ence， terrorism， etc.) now tantamount to a g10ba1 crisis. The most important 

aspects of these problems have to do with p01itico-economic unrest and new re1igions that mani-

fest a 10ss of va1ues and even terroristic violence. N evertheless， despite the discontinuities and 

unevenness， the contradictions and confusions， we are now witnessing one of the most important 

changes in the history of humankind. In this context， today's youth seem to idea1ize a return to 

nature and even to be willing to sacrifice health and happiness today for the sake of their dream 

of encounter with tomorrow. Ominous signs darken the horizon， however， and prec1ude faci1e 

optimlsm. 

This paper presents a comparison of attitudes toward social unrest among German and 

J apanese university students. The method employed is that of the questionnaire. Under the 

heading of socia1 unrest， the main problems are the politico-economic crisis and violence-in-

c1ined new religions. These prob1ems are discussed from social psychologica1 and ethnological 

points of view. 

その先祖と子孫についての考察。

唯一なるもののよぴ起こすこの様々な木霊の奇怪さ。

何ということだ。この自我という塊は，おのれの外に，

様々な部分を見出すのか

「テスト氏J1896 P.ヴァレリー

Key words; German Ethnics and Yamato Ethnics， Global Crisis in Economics， Violence， New 

Re1igions， Loss of Va1ues， Changing Values 
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はじめに

人類の歴史を繕く時，人間は相互共存，扶助，共生を理想として生きてきた事実を知ることが出

来る O 今，世界に氾濫する多民族の風俗，習慣を理解しなければ，たちまち異文化に対する車L際が

様々なストレスを生み出し，到底彼らと相互共存する事など考えも及ばない。この現実は，近年益

々高まってきているo異文化問コミュニケーションの研究が興隆を根めている事情も自ずと理解で

きる。更に，先進諸国は国際間の対立や紛争を回避するための方法を地球規模で模索している。人

類の進化は先端技術の開発を促進させ，多くのハイテク技術の進展を遂行するための知的頭脳を輩

出したが，それを使いこなす側の平凡な頭脳との聞に大きな隔たりを作ってしまった。これ以上，

人類の進化が進めば人類は無限の宇宙の遥か彼方の見えざる大きな「手」の中に握り潰されてし

まうかに思えるo ギリシャ神話におけるイカルスの翼，旧約時代のバベルの塔，古代中国の桃源郷

等，人間は夢を見，幻を描き希望を抱く存在である o だが，人間は有限の存在である事から一歩も

逃れる事が出来なかった。人は死すべき存在である。如何なる人類の英知を駆使しても，人は死か

ら逃れることは出来ない。

しかし， 20世紀末現在，人類は宇宙への旅立ちを可能にする宇宙飛行士の活躍に大きな夢を託し

ている o 21世紀の後半には人類は大きな宇宙船に乗って，地球の周辺を巡り歩き，月面に降り立ち，

火星，水星，木星など宇宙に散在する地球よりも大きな星の世界を征服する事が出来るかもしれな

い。かつて人類は鳥のように大空を飛瀕することを夢見た。それは SF世界の出来事かと思われた。

だがそれは100年を経由せずに，飛行機が空を鳥のように飛び，人は短時間で異国へ，世界地図に

よってしか知られなかった遠い遥かな異国へと簡単に行くことが出来るようになり，もっと遠い未

開の奥地へと好奇の眼差しを向け，実際にそこを探索する事さえ出来るようになった。だが，何千

年の歴史や文化遺産を独自に持っている異国人の習慣を理解することは容易ではない。そこに相互

共生のいかなる方法が模索できるのだろうか。競争社会に慣れ親しんだ人聞は相互共存のシステム

に慣れていない。世界は依然として競争世界なのである。しかし，我々は「考える葦」である。相

互共存を推進するための潤滑油は，恐らく自分の奥深くに存在する優しさであろう。経済界の重鎮

は「タフでなければ生きて行けない。優しくなければ生きて行く資格がない」といい， 1994年，遠

い北方地帯のリレハンメルでの冬期オリンピック大会では， r人は愛するために生まれた。苦しみ
の数だけ人に優しくなれるはず」と若人が熱い思いでオリンピック讃歌を歌う o チェルノプイリの

原子力発電の故障による放射能漏れによって，更には湾岸戦争によって引き起こされた環境破壊，

生態系の破壊に人は「病める地球Jに優しい手当を渇望するD 全世界が飢えた雛のように「優し

さ」を歌い文句にして大合唱を始めた感がある。忍耐の極限は芸術の世界を至高のものとする。文

学は作家に極限の孤独を要求する。優しさを文字通り体現した歴史的事実はイエス・キリストの十
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字架の愛である。キリストは最大の憂いを持った人格神として人の心を癒すのである。今日，社会

福祉が大義名分に叫ばれている世界において，本当の意味における社会福祉のあり方は「優しさ」

に裏打ちされた真の愛を成就する事である。

現代の若者は優しい若者達である。優しさに付随する憂いを持った若者達である。だが，先行き

不透明な時代の中で，奇妙な社会病理現象が多発するo その中で，青春を謡歌するべき若者の中に

忍び寄る潜在的な不安が彼らを憂いある優しい若者に作り替えて行く O 優しい若者たちにこの人生

の悲しみの内裏に潜む無気味な近未来を予測できない実状を逆手にとって，遅しくタフに人生を生

きることが期待されている。若者の信条はいつの時代にも，現実の凡庸な幸福から顔を背け，荒野

を目指して走ることであるo

ところで，本来，心理学は神学と決定的に分離する部分があって， r神の痛み」が人間の痛みに
奉仕するなど全く抽象的な思弁にすぎないと思われている O 神の痛みを論ずる神学者はおしなべて

「人間の真の痛みを知らない」人々の机上の論理であると言われでも文句の言えない部分があった。

本当の現実的な痛みや死の臨床の場では，理屈抜きで岬く凄惨な人間の苦悶が赤裸々になる。この

見解を逆説的に把握すれば，人間は痛みや苦しみ，胸痛む悩みの多くを長い間持ちこたえられない。

キリストの弟子として殉教する多くの使徒達の苦しみは，本来的な人間の苦しみではなく，キリス

トの十字架と合一するための信仰的な使命があったればこそ出来ることであり，生理的に解釈すれ

ば，極度の苦痛の中では人間の体内からある種の麻酔薬である「エンドルフイン」と言われる物質

によって，痛みつつ死に至る人々を悦惚の状態にするのであるから，キリストの使徒達は苦しむよ

りも至高の状態で昇天するという解釈が成り立つ。だが，死の床で苦悶する病人を見ている側は耐

え難い苦痛である。キリシタン受難の歴史を持つ日本では，残酷な拷問である踏み絵を踏む事が出

来るかどうかで，その人の信仰を試す方法があった。踏み絵を踏んで生きている人の方が，逆説的

であるが信仰篤く，キリスト教を後世まで存続させるための使命があり，むしろ，キリストはそれ

を強く願っていたのではないかと考えられなくもない。弾圧の苦しみにも拘らずなんらかの方法で

生き長らえる事が苦悶の日々を耐える事の証明でもある。しかし，人聞は目先の様々な苦痛や苦悩

から遠ざかろうと努力する存在でもある。

ホスピス，リビングウイルが日本でも盛んになりつつあるo この営みはまさに優しい人が死に至

る病の床にある病人を手厚く看護することである。このような社会問題は基本的に本当の人間の痛

みに関わる重大な問題である。「神の痛み」の神学が重要な働きをするはずである。だが，臨床の

場では神学はどれ程にも活かされない。そこでは信仰だけが試される O

近年発足した「死の臨床研究会jは医者，看護婦，患者，家族の4人関係のグループ・ダイナミ

ックスのもとで死の床にある患者のQOLを症例研究する場である O

又，哲学者達でイ乍っている死の哲学を考えるサナトロジー学会がある O これは思弁の世界であるo

患者が岬き苦しんでいる時， r死」とはなんぞ、やと論じ，いかに精綴な理論展開をしても何の効果

-103一



自然的・人為的社会不安に関する青年の危機意識を探る

もない。そこで，臨床の場にある医療従事者はこの学会とは合併しないという筋を通した。いまで

も，患者中心主義，患者の全人的看護に献身する人々が理屈抜きで症例研究を報告し， QOL 

(Quality of 1ife，生命の質，生活の満足度)を高める方法を模索している。基本的にこの QOLは

患者の生命の質をいかにして捉えるかということに重点をおく筈であるから，患者の価値観，生命

に対する態度，意見，宗教的感性を十分に良く知悉していなければ医療従事者は，今や死に逝く患

者のあらゆる意味での満足感を満たすことができない。しかし，日本では患者の生き様を西欧風の

宗教的様式によって取り込む風習はないので，死に至る患者の側に僧侶や牧師，神父，神主などの

宗教従事者が登場することを周辺の人々は不吉であるといって歓迎しないのが実情である O 医療従

事者はただ患者の痛みを和らげるための対症療法を行うしか方法がない口つまり，モルヒネ等の医

療薬を調合するための痛みの緩和処置に追われ，患者の痛みが何とか収まれば，それで、満足すると

いう，病床生活の満足を手助けする医療処置者になるだけである。西欧諸国のように，キリスト教

信者が8割を越える国では，薬のみでは本当の痛みを緩和することができないので，神父や司祭，

牧師などが病床で患者の手を握り，聖書を読み，讃美歌を歌い，キリストと共にある幸せを祈り，

感謝して昇天する事が生活習慣になっている o そこにおけるキリスト・イエスは痛む神を内在する

怒りに満ちた裁きの神ではなく，栄光に輝く麗しき御姿となって立っている全能の神の御子キリス

トである。そのような状況の中で，十字架上に血を流す蹟罪の山羊であるキリストをイメージする

病人がいるだろうか。復活したキリストがヨハネ黙示録に描写されているような恐ろしい形で、迫っ

てくる事などは想像を絶するであろう O

このようにして，修羅場の医療現場と神学の聞には大きな溝が存在する。「痛む神J，r憂いある
神」が病院のホスピス病棟で一般化されるためには，キリスト教の本質が「死と再生」の「痛まし

き手続きjを経て，栄光に至る事を体現するという思想、を明確に人々に伝える努力を惜しまずに積

み重ねる事が肝要であろう。

本研究は地球規模で発生している環境汚染 組織的犯罪や紛争人類の精神に重大な影響を及ぼ

している免疫不全症候群(エイズ)， rいじめJによる自殺，新興宗教の蔓延，バブル崩壊後の経済
的危機等の深刻な社会問題に関する青年の不安感を日独男女大学生の調査結果を比較し，動乱期を

迎えた20世紀末現在の様相を見詰め， 21世紀を担う青年の意識を明確にして今後の世界を予測する

ための資料とする事を目的とするO

2 :ゲルマン民族とヤマト民族

極東の島国日本はその長い鎖国時代を通して独自の文化を築き上げたが，明治維新と共に外国文

化，取り分け「ヨ}ロッパ」の精神構造に対する好奇心が日本の歴史形成に大きく寄与している事

が理解できる。大雑把にいえば，明治維新に日本はドイツから多くの知的遺産を吸収し，それらを
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独自な文化を築いていた日本に輸入する事で更に独自な文化を再構築したとは言えないであろうか。

それとも，多くの民族の集合体であるヨーロッパ諸国の中から何故ゲ、ルマン民族に親近感を抱いた

のかと言う疑問は彼らの抱く心根がヤマト民族に類似したものであったからと言う事になりはしな

いだろうか。ヨーロッパ文化の基底を探って行くと意外に日本の伝説や習俗と共通するものがあり，

共感することが多いという。殊に，宗教的な問題になると，ヨーロッパはキリスト教一神教で塗り

固められているように見えるが，そこには，かつて日本人が宣教師から輸入した日本的キリスト教

とは異質のように思える部分があり陸自する事がある。ドイツ人の自然に対する憧僚やその生活習

慣に根ざしている自然崇拝は，言わば，多神教で，大自然を神々の宿る処と考えている大方の日本

人と同じ思考形体ではないかと思われるからであるo ドイツ人の中に根ざしている先祖の習慣が子

孫に僅かでも伝わっており キリスト教の中にうまく組み込まれている事は前目に値する。例えば，

キリスト教における「復活祭」はイースター(ゲルマン語の東(イースト)が語源である)と呼ば

れるが，そこではニワトリの卵よりも兎が沢山用いられる o 兎の形をしたチョコレートが卵よりも

多く目につく o これはゲルマン民族の伝承で，イースターは春の女神エオステル(豊鏡の神)の祝

日であり，動物の繁殖の季節で，人間も兎にあやかつて繁殖する事を祝う祭りであると言われてい

るo

キリスト教における重要な教義がゲルマン民族の伝承を丸事抱えた当時のキリスト教宣教師の知

恵には多く教えられるものがある。

古代ゲルマン民族は深い森に対する信仰を持ち，森の中に住む神々や精霊に対する信仰と迷信は

8世紀以降キリスト教が広まっても， ドイツ人の心の奥底に住み続けていた。その森はグリム童話

などに登場する魔女や狼が住む深い緑の「海」のような広大無辺の森であった。キリスト教会がそ

れを如何に異端と言い異教的であると弾圧しても，農民は祖先から伝承した信仰を簡単に捨てる事

はなかった。ドイツの片田舎には古代のゲルマン民族の住居に付随する石の門や屋根の上に刻まれ

ている呪術的な造形はいまだに存在する。キリスト教が神秘的な要素を深めたとすれば，それは古

代ゲルマン民族の心がいつの聞にか浸透してしまったからにちがいない。しかし，キリスト教と古

代ゲルマン民族の信仰は全く相容れない信仰体系である。キリスト教が一神教であるのに対し，古

代ゲルマン信仰はヤマト民族と同じような多神教で，自然崇拝をその機軸に据える。ゲルマン民族

もヤマト民族も「人間の精神の風土的な構造J(和辻哲郎)で指摘されているように夫々の宗教，

文化，価値観などが誕生するための土壌はその地方の風土が深く関与している。キリスト教はイス

ラエルという乾燥した大地，砂漠の周辺部から発生している。これに対してゲルマンの神々は森の

奥深くに住んでいた。人類の思考体系は「森林の思考」と「砂漠の思考Jであるとすれば，森の中

は見通しがきかずその先に何があるのかわからないので，山川草木，太陽，月，星などそこに存在

する自然の多くは全て神となるのである o 一方砂漠は見通しがきき，人間は意識の中では常に高み

から下を見下ろしていた。かくして，砂漠地帯では太陽神，嵐の神はやがて唯一神へと移行する。
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太陽神が唯一神となったのはエジプトであり，嵐の神が唯一神となったのはイスラエルである。多

神教である古代ゲルマン信仰にも嵐の神ヴオーダン(オーデイン)が存在した。ヴオーダンは狩猟

軍団の首長として多くの神々を率いて行く主神であった。森に固まれた野原を住処とする古代ゲル

マン人にとって，神々は自然の力の象徴であった。

森の中には樹の精や水の精，妖精，小人が住んでいた。多神ではなく，唯一神を信じるキリスト

教にとって，神は自然のうちにあるのではなく，自然を超越したところに存在する。それ故，キリ

スト教が伝来した後のドイツ人は，意識の二重構造を有する事になった。彼らは意識の表層でキリ

スト教を信じつつも，意識の深層では森林の思考，多神論に対する共感を持ち続けた。そのため，

中世のドイツ人の多くは，聖なるものであった森を，キリスト教と結びつけるにいたった。縦の樹

は古代ゲ、ルマン信仰における聖なる樹からクリスマス・ツリーへと変化した。キリスト教によって

新たな意味が与えられたのである。キリスト教における神は本来は現世や自然を超越したものであ

るが， ドイツ人の多くは，この彼岸に存在する超越神を信ずるよりも，神の発する聖なる光やその

反映を森の中，自然の中に見出そうとした。かくして， ドイツにおけるキリスト教は神秘的な色彩，

秘儀的性格を強めていった。森に対する信仰と結びついた秘儀的なキリスト教思想、は多くの芸術作

品を創造した。だが，近年近代産業の急速な発展のために， ドイツの森はしだいに病み衰え，枯死

する現象が起こった。ドイツの森は，いまや「聖なるJものではなくなった。緑を失い褐色に変色

した森の樹々は死にかけ聖なる永遠のものとは感じられなくなった。酸性雨による森の枯死をドイ

ツ人は中世のベストになぞらえて「緑の黒死病」と呼んでいる O 東西ドイツの森の総面積の64%が

この病に冒されていると言う(1991年調査)0 現代ドイツにおいて環境問題が神経質に問題視され

る所以である。環境政策に関する限り， ドイツはヨーロッパの中の先進国で、あり，政党「緑の党」

が多くの支持をえている O ドイツ人が環境保護に熱心な事情は彼らの宗教，文化，思想的危機と直

結するからである。

ドイツ固有の風土から培われた民族意識が，東方から輸入されたキリスト教をどのように変化さ

せたのかを吟味するとき，第二次世界大戦の当事者ヒットラーの強烈なゲルマン民族意識を安々と

甘受したドイツ国家の精神構造が首肯される。ナチズムとはドイツ民族とゲルマン神話を神聖化し，

絶対化した民族集団を信奉する独裁的国家全体主義である。彼らは東方から輸入されたキリスト教

に着色し，ゲルマン民族的神話観に基づいてゲルマン民族の血の純粋性を崇高なものと信じ，世界

制覇を為し遂げるのはゲルマン民族であると妄信し， ドイツ国内では特に激しいユダヤ人狩りを行

い，未曾有のホロコーストを実施したのである。当時，ヒットラーはゲルマン民族の血の純粋性を

証明しようとして，人種生物学研究所を創設し，多くの民族学者，生物学者，医学者，文化人類学

者を集めて作業に当たらせたが，これは失敗に終わった。純粋な血であると d思っていたゲルマン民

族の血の中に余りにも多くのユダヤ人の血が混交していたのである。民族中心主義，人種主義は二

つの前提の上に立っている。第一は人種は主として若干の遺伝的な心理学的特徴によって特徴づけ
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られ，これを破壊することができないこと，第二は人種の心理学的特徴は生理学的特徴と密接に結

合しているD 言わば，共に「血液」の純粋性を尊重し，これを情緒的に高く評価し人種は血液と同

一視されている。このような断定は生物学的な因子と社会的文化的因子とを混同したものであるO

従って，人種主義は純然たる神話学的な創作であって科学性をもたない。しかし，この地球に棲息

している人類の中で自分の民族性に誇りを持ち，無意識のうちに愛国の情に駆られて多くの他民族

排斥をくり返す民族紛争は無くならない。純粋培養された血統書っきの犬，馬，猫等のペットを高

価な値段で売買する事も，血統，血筋の良否で物事を判断する習慣があるからである。もし，これ

が人間に適用されるとしたら人権問題に発展するだろう O

このような偏向した民族中心主義はゲルマン民族特有のものではない。ヤマト民族は伝統的な君

主政体を尊重し，皇室中心の神国意識に支配され，明治維新から第二次世界大戦の敗戦に至るまで

列強と対抗する過程において，民族は完全に国家と同一視され，特に戦時中には大東亜共栄圏の指

導者であることを自負した。天皇は「現人(あらひと)神」であり，ヤマト民族の宗教は国家神道

となり，他の宗教は全て排斥された。元来ヤマト民族はヤマト神話的神道の上に立ち，インド-中

国から輸入された仏教を受け入れて信仰した。日本古来の宗教は神道であり，その中核は自然観と

先祖崇拝で，地上の森羅万象は神々によって生み出され，神々の司る所とされ，全ての自然に神が

宿るというアニミズム的信仰がヤマト民族の信仰の根幹を成す。仏教が伝来したのは 6世紀の半ば

で，その後政治権力闘争の中で仏教擁護派が勝利を収め，国家の保護の元に，各地に寺院が建立さ

れ，神道の神社と共にヤマト民族の精神的文化を形成した。日本は神仏混交教と言われる O ゲルマ

ン民族にキリスト教が伝来したのは 4世紀の終わり頃であるD ゲルマン民族の宗教は日本と同じく

先祖崇拝としての霊魂観，自然観であったが，キリスト教に改宗するとき，キリスト教伝導師はゲ

ルマン人の宗教に妥協して古代ゲルマン信仰の習慣を残した。蛮族古来の神殿は破壊を免れ，神殿

内の御神体，例えば，白樺の樹を切ったものや榊を飾ることは一向に構わず，キリストを余り表面

に出さず，神殿の中間に十字架を天井から吊り下げ，神と人間を仲保媒介する神の子としてのキリ

ストの生々しい十字架像を人が見える所に置けばよかった。人間の罪を背負って十字架に死んだキ

リストの真の意味を初めから表面に出さなかった。「神の痛みの神学」や「十字架の神学」などが

当時のゲルマン民族の社会的実情にそぐわなかったからであろう D 十字架の上で死んでいる弱々し

いキリストを神として信仰の対象にする前に全能の父なる強い神が彼らの信仰の対象となる。三位

一体の神を信ずるようになったのは後世になってキリスト教神学が確立してからでの事である。

共に似たような歴史的道程でありながら，その精神風土と言語，顔形，宗教的文化の異なるが故

に，日独は殆ど異なった民族のように思われている。だが，必ずしもそうとは限らないという事を

ドイツ人が教えてくれる o それは，いかようにも解釈できる事ではあるが，森の民であるドイツ・

ゲルマン民族は山と草原の民である日本ヤマト民族と同じような精神的素地を持っているという事

である。両者共に緑なす山，川，森なしには窒息するo彼らを支える意志の力と情念の強さはアン
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バランスな性格を形成するが故に バランスを取るための規律や秩序を敢えて厳格に実施する。彼

らはある種の力に秩序を与え，それを絶対的忠誠心で「忠犬ハチ公」のように守り，大切に思う

「ゲフュールj，そこに存在する「ゲミュートリヒカイトj(犬飼， 1991)の内に心休まるのを感知

する民族なのである。

3 :日独青年の深刻な社会問題に関する不安の構造

既に日独大学生の調査で吟味してきたように (Maruyama，Biebeler 1995)，彼らの宗教に対す

る態度はドイツにおいてキリスト教(カトリック，プロテスタント)は男女総計74.5%，何も信じ

ないが17.9%，日本においては仏教，神道を合わせて男女総計19.6%，何も信じないというのが男

女総計75.7%という比率を示している。この結果の信濃性は他の調査結果と比較することによって

明確になる。日本における宗教の実際は何も信ずる宗教がないは65.3%，仏教，神道合わせると

27.7%であり (1988)， ドイツではキリスト教(カトリック，プロテスタント)は72.0%，何も信

じないのは25.2%(1987)であった(総計数理研究所，総合報告書 1995 ドイツは1987年当時の

西ドイツの16才以上の成人1000人，日本は全国18才以上の個人4500名)。これらの結果を一望する

と，調査年度が学生調査は1995年度， ドイツ統合前のドイツ共和国は1987年度の調査であり 8年

の間隔がある上に， ドイツ統合以前と以後とでは，相当な社会変動が生じているので，必ずしも厳

密な意味での比較は出来ないが本研究を進めて行く上での参考にはなる。

日本の場合，若い人ほど特定の信仰する宗教が一般の人よりも持たない。しかし，驚くべきこと

に， ドイツでは東西の壁が壊れて以後と以前とでは老若男女の区別なく宗教への回帰現象が生じて

いるという結果を得ている o おそらく， 1995年度の調査はドイツ大学生のみというか片寄りがある

から，早急に結論を出すことは出来ないとしてもこの種の傾向が大幅に崩れるとは考えられない。

さて，さまざまな憂慮すべき社会問題が生じている。以下に挙げる22の項目から成る社会問題に

ついて 5段階尺度で測定した結果，尺度値の平均を列挙すると表1のようになる o 各々の度数分布

図は図 1の1-22に図示されているとおりである。此等の項目のうち，尺度値の平均において差の

ある項目は※のついたものであるが，そのうち最も差の大きい項目は「テロリズムj，r経済的状
況j，r新興宗教の蔓延jで， ドイツ人大学生よりも日本人大学生の不安が顕著であるO 調査時点に
おける1995年7月末は日本において既に報道されているように，オウム真理教なる宗教の仮面を被

った武装集団の犯罪が大々的に報道され，マスコミはそれに巻込まれ，オウム真理教に関する実態

を血まなこになってスクープした。その結果報道の倫理を欠いた驚くべき犯罪帯助の罪を冒したこ

とが1996年4月に判明している o 日本国中がオウム報道に沸き立ち，破防法を適用してオウムの財

産を没収しでもなおオウム真理教の信者は残余しているD オウム真理教の教祖が全て責任を取り，

宗教的反社会的言動に終始したとしても，恐らくは第2，第3のオウムが誕生するだろう D バブル
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表1 22項目からなる社会問題についての不安の程度

1 日本(ドイツ)の経済的状況

2 :資源とエネルギィーの不足

3 :犯罪の増加

4 :国家債務

5 :出生率低下

6 :年金の保障または危機

7 :自然環境の汚染と危機

8 :失業

9 :麻薬犯罪

10 :人間関係における孤立化や疎遠

11:日本(ドイツ)に住む外国人

12 :組織化される犯罪

13 :原子力発電

14 :エイズ

15 :国家による国民統制の強化

16 :テロリズム

17 :亡命志願者の庇護要請

18 :右翼過激派

19 :新興宗教の蔓延

20 :ホームレス

21 :増大する遺伝子工学の使用

22 :第三世界における急激な人口増加

全項目尺度値の平均 M 

※平均値の差が0.5以上の項目

※※平均値の差が0.9以土の項目

ドイツ 日本

3.05 4.17 ※※ 

3.29 4.40 ※※ 

3.20 4.09 ※ 

3.31 3.49 

2.54 3.31 

3.66 3.76 

4.64 4.53 

4.12 3.69 

3.04 3.55 

4.00 3.60 

2.22 3.13 ※※ 

3.35 4.05 ※ 

3.48 3.62 

3.31 4.00 

2.77 3.42 ※ 

2.52 3.75 ※※ 

2.41 3.00 

4.13 3.20 ※※ 

2.97 4.11 ※※ 

3.59 3.29 

3.19 3.38 

3.68 3.87 

3.28 3.71 

崩壊で日本の経済状態は閉塞状態にあり，終身雇用を謡っていた日本の企業はリストラを実行し，

青年は大学を卒業しても就職ができないという失業の時代を迎えた。日本の青年の社会不安はドイ

ツ人青年に比較して，殊の外強く，これからの社会に柔軟に対応して行く事が出来るものかどうか

3 
Scale 

図1-1 -22 22項目の度数分布図
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図2-1 22項目の2次元布置図(ドイツ)

0 

図2ー 2 22項目の2次元布置図(日本)

。
を暗中模索している様子が垣間見える。テロと経済と宗教が三巴になって右往左往しているのが日

本の実情である。ドイツは東西の壁が壊れて以来西側と東側の余りの経済的落差と難民の収容に多

くの苦難を背負い，職を失った青年が極右翼(ネオ・ナチ)化して，外国人を襲撃するという事件

が発生している。

ドイツにおける環境悪化の事情は日本の考えるような生易しいものではない。まずドイツの風土

的現実を挑望すると，まずドイツの冬は昼間でもライトを点けなければ自動車を運転できないほど
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図3 仮定された22項目の一次元尺度関係

オカルテイズム

新興宗教

人間関係の孤立と疎外

ホームレス

組織化される犯罪

環境問題

環境汚染

外国人

麻薬犯罪

様々な犯罪

国家による国民統制

亡命者、避難民

右翼過激派

テロリズム

暴力、孤立、疎外、草命

原子力発電

エイズ

組織化される犯罪

第3世界の人口増加

遺伝子工学

資源やエネルギーの不足

出生率の低下

年金危機

失業・倒産

赤字国債

国家の経済危機

政治・経済問題

灰色の汚染した大気が行く手に広がっている事はもはや常識であるo ドイツ圏内の火力発電や工場

の煤煙，車の排気ガスと言った高度文明の負の遺産は言うまでもないが ドイツはヨーロッパの十

字路に位置し，隣接する国々から大量の汚染物質が流入するという危険な荷物を背負わされ続けな

ければならなかった。黒い森として有名になったシュトゥットガルトの黒い森は如何に観光名物と

してドイツに国益をもたらしたとはいえ，森を神聖な神の存在する場所と潜在的に考えているゲル

マン民族的森の思考を国民性に持つドイツはこのような隣国から流れる廃棄物に悩まされ，工場廃

水が美しいライン河に流れ込んで来るのを防ぎょうがない。環境問題を第一に重視した政治政策の

課題にし，多くの国民がこの問題に口角泡を飛ばすのは無理もない事実である o

緑の地球を保護するために多くのドイツ人は国際的な仕事に従事している。しかし，筆者の眺め

るところ，自然の緑を大切にする事とは反対に何と華々しく電車やパス，建物の壁に無造作な落書

きが書かれているのだろう。日本流にいえば，かつての全共闘の戦士たちが大学の壁を汚した事実，

現在は暴走族の悪戯書きにみるような稚拙な落書きの類がいたるところに描かれているo 青年の求

める自由は既に彼らの理想、を越え， しかし，それは十分に消化されていない。
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第3の波(トフラー)が訪れ，全てが，ボーダーレスになった時， r荒野」に花開く華麗な花の
香りに吸い寄せられて，歩き続ける青年の目ざす世界をどんな風に思い描くべきなのか。

図1-1， 2は表2の距離行列から抽した22項目の 2次元布置図である。これらの図に描かれる

ように社会的不安問題は明確にラデックスの形態 (Guttman，1954)を持つ。日独共に同じような

ラデックスを構成するが，その領域の内容は異なっている。例えば，日本はまず国の経済的問題が

非常に不安であるがその領域に犯罪が組み込まれているO ここにおける犯罪は金融犯罪である o 所

謂，銀行と住宅専門金融機関(住専)の犯罪であり，今日，その穴埋めに国民の公的資金(税金)

が投与されるという政治的判断が大きな問題となっている。 1995年7月末の調査で，すでに日本人

青年はこの現実を予測していたのだ。

このような空間布置図から図3のような仮説的な不安構造が描かれる。既に見たように図 2ーし

2からキイポイントになっている項目は「組織化される犯罪jであり，この項目の周辺に 4つの領

域が広がっている O 即ち， r経済的政治的問題jr環境汚染の問題Jr暴力，孤立，価値観の喪失』
『文化的社会の変動JであるO そこで，これらの4つの領域を柱にして夫々の一次元尺度を構成す

ると図3のようになる。明らかに，今後犯罪の質が変化し組織化され，社会の構造変化を促す様々

な社会的出来事が地球規模で発生するだろう事が予測される O

4 :おわりに

1995年，第二次世界大戦の敗北から50年，荒廃した日本の社会は奇跡的な発展を遂げ世界に確た

る驚異的存在として君臨するという期待感が誰しもの心に潜んでいた。平和ボケや拝金主義の行き

着く先をある種の未来学者や文化人は密かに警告し，叫ぴ続けていたが，その叫びには切迫感がな

く，これら一連の危機意識による発言は，事なかれ主義，成り行き主義を先祖の遺伝子から継承し

ている日本の国民には，殊更，疎ましいと感じられなくもなかった。現状維持肯定的行為を最も好

む国民性をここに批判する気持ちはない。だが，今なお考えておかなければならない稀有な出来事

がこの50年目の初頭から爆発的に起きた事は記憶に新しいであろう。阪神・淡路大震災から未だ癒

えない被災者の岬き，オウム真理教という新興宗教が政治的武装集団，所謂テロリズムへと変貌し，

麻原某のカリスマ性と指導力によって地下鉄毒ガスサリン事件，過去を辿れば坂本弁護士一家殺害

事件，松本サリン毒ガス事件等多くの殺人事件が浮き彫りにされ，日本の政治に愛想を尽かし日本

国乗っ取りを企てた麻原某の狂気を人事のように簡単に片付けてしまうことは出来ない。更に，間

接責任という社会的道徳的行動の欠如を赤裸々にした住宅専門金融会社の処理問題で今年度の予算

案に公的資金導入を盛り込んだ政府の頑ななまでの行動には全世界が注目し，バブル崩壊後の国民

の対応を忌まわしく思わせる不思議な一連の行動が政治不信を増幅させた。 50年の節目には，又，

日米安全保障条約の更新をしなければならない時期を迎えた。沖縄に駐屯する軍事基地の縮小問題
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が当面の課題として両国首脳の聞に取り交わされたが，それは，今まで全く考えることを禁止して

きた日本の憲法問題，特に有事の場合の個別的自衛権や集団的自衛権などの問題を様々な角度から

検討吟味することによって，今後の日米安保協定を確かなものにすることを示唆している。日本が

平和を促進するための条件は何であるのかを熟慮することが否応なく要請されたのである。もはや，

一国平和主義は通用しない。それにも拘らず，世界は一国の平和を守るために紛争を引き起こす。

「民族は一つ」というスローガンは絵に描いた餅のようである o

その渦中で，日本の役割を真撃に議論する事が肝要である。天下国家を論じ優れた政府を作ろう

と政治論争に明け暮れ，夢のような理想国家を脳裏に描く事が出来る青年を生み出す事が教育であ

り，社会の責任で、はなかったか。それ故，時代の潮流を把握し，認識を深めるための高遁な教育の

理念を持たなければならない。とすれば，青少年を「深く考える」事から始まり，教育の場に世界

の平和を自ら現実のものとして取り組んでいく情熱を駆り立てる要素を十分に盛り込む教育者の姿

勢が関われなければならない。日本における「いじめによる自殺J，rオウム真理教による殺人を肯
定する教義とテロ行動」は青少年が深く関わっているだけに世界の目が，この問題の発生時から今

日に至るまでの道程を限無く見据えている。だが，これは一体どういう事なのだろう。報道の理念

やモラルの欠如が犯罪事件を助成したという由々しき結果を招来したテレピ報道 (TBS)は幾ら

かの良心の痛みを覚えて現在は自粛の方向にあるものの，今後再び道義的責任を欠いた興味本位で

人々の不安を駆り立てるばかりの報道番組が登場しないとは断言出来ない。一度の失敗をプラスに

変えていく姿勢を毅然と取らない限り，ほとぼりが冷めた時に再度同じ過ちを犯し，精神的貧困を

生み出す土壌を拡大するばかりであるO いじめによる自殺問題一つを取り上げてみても，この問題

は戦後の教育の荒廃(知識偏重の偏差値エリートを造り出すだけで，人格教育を行わなかったため

に，人格喪失者や責任感を忘れた道徳的欠陥者を無闇に生み出すことになった)であると一概に片

付ける事は出来ない。何が原因であるのかは結局，学校が楽しい，面白いという感情が自然に湧き

出す場が欠けていることを認識する事を前提として熱心に議論しなければならない。実際にそのよ

うな理念をもって始めた実験高校においても，いじめは生じ決してなくならなかったという o とす

れば，短絡的に学校の責任を取り上げるだけでは，問題の発生過程に寄与する家庭，それを取り巻

く社会一般の問題が積み残されるだけである。今，現在発生している社会的危機問題が相互に相乗

作用を起こして結果的にこのような問題を発生させるのである。事は単に表面的なことではなく，

抜本的改革の方向へと向かわざるを得ない。これが時代の潮流である。青年はこれらの問題を直感

的に認識し感応する能力がある。現在，社会問題として浮上した幾つかの間題は青年が成人になる

までの通過儀礼(イニシエィション)であると考えられなくはないが，それにしても成熟した社会

構造が危機に瀕したその瀬戸際で成人に達するまでの様々な経験を青年に負わせる時に，青年を取

り巻く大人の責任がなにも関われないとすれば，尚更青少年の魂の不毛を増幅するのみであるo

上記の事は青少年の教育に携わるもの全てに与えられた課題であることを強く認識し， r現代社
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会が教育に何を求めているか」という問題意識を絶えず模索する事を心掛けなければならないとい

う筆者の熱いメッセージである。
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